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原 著

問診票を用いた各種口臭症患者の特性についての解析

鈴木 奈央 米田 雅裕 内藤 徹 吉兼 透 岩元 知之 廣藤 卓雄

概要：福岡歯科大学では，口臭クリニック受診患者に対して初診時に自己記入式の口臭問診票を用い，口臭の診断と治
療に役立てている．本研究では，これまでに得られた回答結果をまとめて臨床診断別に分類し，患者の自覚症状や生活習
慣について検討した．その結果，仮性口臭症患者では，口臭を意識したきっかけが「自分で気づいた」である者が真性口
臭症患者に比べて多く（p＜0.05），また口臭を意識するために社会生活や対人関係に支障をきたしている傾向が認められ
た．口腔内自覚症状では，口腔由来病的口臭患者に歯肉出血や齲蝕などの歯科的項目に高い訴え率が認められ，仮性口臭
患者では「痛い歯がある」や「変な味がする」など感覚的な訴えが特徴的に認められた．生活習慣に関する質問では，仮
性口臭症患者に集中できる趣味をもたない者が多くみられ（p＜0.05），また半数以上が口臭以外にも身辺に悩みがあると回
答した（p＜0.05）．さらに仮性口臭症では「あなたのまわりに口臭の強い人はいますか」という質問に対して「はい」と答
えた者が真性口臭症よりも少なく（p＜0.01），仮性口臭症患者には実際の口臭を知らない者も多いことが示唆された．今回
口臭問診票の結果を検討したところ，臨床診断別に特徴のある回答が得られ，これらが患者情報の把握と口臭の診断や治
療計画に役立つことが明らかになった．
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緒 言

口臭を訴える患者の口臭レベルはさまざまであり，患
者の訴えも千差万別である．ほとんど口臭を認めない患
者もおり，なかには自身の口臭を嗅ぎ取れるように感じ
てしまい異常なほどの臭いへのこだわりをもつ自己臭症
もみられる．また，口臭は自身の嗅覚で正確に感じ取る
ことができないため，いったん口臭に気づくと口臭によ
る不安やストレスは口臭レベルに関係なく，しばしば患
者の精神面や活動力に影響をもたらす1）．したがって，医
療面接で患者の性格や精神状態，生活習慣の情報をうま
く引き出し整理することが口臭の診断にはたいへん重要
である．福岡歯科大学では，口臭測定と口腔内診査に加
えてすべての受診患者に対し初診時に口臭問診票への記
入を実施し，得られた患者の悩みの背景と歴史，自覚症
状，社会生活への影響，全身的疾患，生活習慣の情報を
もとに診断を行っている．本研究では，これまで実施し
た口臭質問票の回答結果を臨床診断別に比較し，患者の
特性を把握するための有用な情報となるかどうかを検討

したので報告する．

対象および方法

1．対象
福岡歯科大学医科歯科総合病院口臭クリニックを受診

した 268 名うち口臭精密検査を受け，かつインフォーム
ドコンセントの得られた 238 名（男性 100 名，女性 138
名；平均年齢 46.3±15.3 歳）を対象者とした．

2．方法
1）口臭問診票
すべての受診患者に対して，初診日に以下の内容の口

臭問診票への記入を実施した．この問診票は，ブリティッ
シュ・コロンビア大学口臭科ならびに東京医科歯科大学
歯学部にて使用されている質問票をもとに作成した2，3）．
質問 1．現在口臭がありますか．
質問 2．口臭を意識したのはいつ頃ですか．
質問 3．最初に口臭を意識したきっかけは何ですか．
質問 4．今までに口臭の治療を受けたことがあります
か．
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